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時
代
の
食
と
農

ハラダ製茶とティーバッグ共同開発、
全国で発売（営業開発部）

第48回全国農協カントリー
エレベーター協議会総代会を開催
（米穀生産集荷対策部）

厚生連病院に三重県特産「伊勢茶」を
提供（三重県本部）

インスタグラムで栃木米キャンペーン
（栃木県本部）

福島県産農畜産物を使った
「愛情たっぷり♪ ほっこりレシピ」発信
（福島県本部）

ＪＡズームイン（長野：ＪＡ中野市）

令和２年度「作物栽培総合技術研修」
受講生を募集中（耕種総合対策部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　しずおか「てしお屋」（静岡県経済連）

5面
寄
稿 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
導
く
世
界
食
糧
危
機
に
備
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授  

藤
井 

聡
氏

6面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

3
面

4

8

7
「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.5
～アニマル浜口さん・浜口京子さんからの激励～
（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑥卓球・ドイツオープン
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

２１６人がウェブやテレビを通じて参加した「令和２年度ＪＡ支援全国ＴＶ会議」（３面）

ハラダ製茶と共同開発し全国で発売した
プレミアム緑茶ティーバッグ（上）と六条麦
茶ティーパック（2面）

「令和２年度ＪＡ支援全国ＴＶ会議」を開催
（経営企画部）
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News!

第48回全国農協カントリーエレベーター協議会総代会を開催
優良農協カントリーエレベーターを表彰、上級オペレーター12人認定 米穀生産集荷対策部

　
全
国
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
議
会（
C
E
協
議
会
、会
長
：
J
A
上
伊
那
の
御
子
柴

茂
樹
代
表
理
事
組
合
長
、事
務
局
：
J
A
全
農
米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
）は
6
月
4
日
、第
48
回
総

代
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、令
和
元
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、令
和
2
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
、議
案
は
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、C
E
協
議
会
は
5
年
に
1
度
、
運

営
管
理
や
米
麦
の
品
質
管
理
な
ど
に
お
い
て

他
の
模
範
と
な
る
優
良
な
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー（
施
設
）を
審
査
し
、「
優
良
農
協
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
表
彰
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。3
月
に
、農
林
水
産
省
、（
公
財
）農

業
倉
庫
基
金
、全
農
の
後
援
も
得
て
表
彰
委
員

会
を
開
き
、全
国
か
ら
6
施
設
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　
加
え
て
、C
E
協
議
会
は
2
年
に
1
度
、施

設
に
関
す
る
十
分
な
技
術
・
知
識
を
持
ち
他

の
模
範
と
な
る
現
場
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
対
象

に「
上
級
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
認
定
試
験
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。1
月
の
認
定
試
験
で
、新
た
に

12
人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

News!

ハラダ製茶と共同開発、全国で発売
全農の新たな商品ブランド「ニッポンエール」とのWブランドで展開 営業開発部

　
営
業
開
発
部
は
、静
岡
県
産
茶
葉
を
使
用
し

た「
プ
レ
ミ
ア
ム
緑
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
」、国
産

六
条
大
麦
を
使
用
し
た「
六
条
麦
茶
テ
ィ
ー
パ
ッ

ク
」を
株
式
会
社
ハ
ラ
ダ
製
茶
と
共
同
で
開
発

し
、５
月
下
旬
か
ら
順
次
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
緑
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
」は
、静

岡
県
産
の
１
番
茶
を
1
0
0
%
使
用
し
、「
香

り
の
い
い
お
茶
」を
テ
ー
マ
に
開
発
し
た
商
品

で
す
。お
茶
の
香
り
を
引
き
立
た
せ
た
配
合
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。ま
た
、抽
出
力
の
高

い
テ
ト
ラ
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
と
鮮
度
保
持
に
優

れ
た
個
包
装
を
採
用
す
る
こ
と
で
、よ
り
急
須

に
近
い
味
わ
い
と
焙ば
い
せ
ん煎

仕
立
て
の
香
り
を
手

軽
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
六
条
麦
茶
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
」は
、原
料
に
国

産
六
条
大
麦
を
1
0
0
％
使
用
し
、「
麦
本
来

の
あ
ま
み
」を
テ
ー
マ
に
開
発
し
ま
し
た
。短

時
間
で
い
り

上
げ
る
製
法

「
熱
風
焙
煎
」

に
よ
り
芯
ま

で
ふ
っ
く
ら

と
い
り
上
げ
、

大
麦
の
深
い

味
わ
い
と
心

地
よ
い
香
ば

し
さ
を
お
楽

し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

福岡

愛知

宮城

宮城

岩手

山形

筑前あさくら農
業協同組合
西三河農業協
同組合
いしのまき農業
協同組合
みやぎ登米農
業協同組合
花巻農業協同
組合
庄内たがわ農
業協同組合

桃生ＣＥ

とよまＣＥ

千代川ＣＥ

飯島ＣＥ

小杉ＣＥ

恵那ＣＥ

一色下方ＣＥ

坂出ＣＥ

宝山・豊中共同ＣＥ

田主丸ＣＥ

杵島東部ＣＥ

岱明ＣＥ

宮城

茨城

長野

新潟

岐阜

愛知

福岡

佐賀

熊本

いしのまき農業協同組合

みやぎ登米農業協同組合

常総ひかり農業協同組合

上伊那農業協同組合

新潟みらい農業協同組合

東美濃農業協同組合 

愛知西農業協同組合

にじ農業協同組合

佐賀県農業協同組合

玉名農業協同組合

大沼　竜治

佐々木　昇

都井　測夫

吉澤　誠

朝倉　淳

樋田　辰美

山田　孝幸

山本　凌

近藤　匠

古賀　知博

武富　剛

稲生　寿彦

昭和カントリー
エレベーター
南部カントリー
エレベーター
東松島カントリー
エレベーター
豊里カントリー
エレベーター
花巻東部カント
リーエレベーター
立川カントリー
エレベーター

優良農協カントリーエレベーター

上級オペレーター認定者（敬称略）

農林水産大臣賞

政策統括官賞

全国農業協同組合
連合会会長賞
公益財団法人農業
倉庫基金理事長賞

全国農協カントリー
エレベーター
協議会会長賞

香川県農業協同組合香川

賞

県名 農協名 ＣＥ名 氏名

県名 農協名 ＣＥ名

六
条
麦
茶
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク

プ
レ
ミ
ア
ム
緑
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
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News!

News!

「令和２年度ＪＡ支援全国ＴＶ会議」を開催

厚生連病院に三重県特産「伊勢茶」を提供

県域ＪＡと取り組んだ実践事例も報告

茶農家と医療従事者にエール

経営企画部

三重県本部

　
経
営
企
画
部
は
6
月
8
日
、「
令
和
2
年
度
J
A
支
援
全
国
T
V
会
議
」

を
開
き
ま
し
た
。全
農
役
員
や
本
所
各
部
の
他
、県
連
・
経
済
連
、都
府

県
本
部
か
ら
2
1
6
人
が
ウ
ェ
ブ
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
本
部
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
茶
農
家
と
、感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
最
前
線
で
対

応
に
当
た
り
、地
域
医
療
を
支
え
て
い
る
医
療
従
事
者
を
応
援
す
る
た

め
、J
A
三
重
厚
生
連
の
県
内
7
病
院
に
県
特
産「
伊
勢
茶
」の
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
90
㌘（
3
㌘
×
30
袋
）入
り
3
0
0
パ
ッ
ク
と
新
茶
1
2
0
㌘

入
り
60
袋
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
山
﨑
周
二
代
表
理
事
理
事
長

は
、「
J
A
支
援
は
J
A
グ
ル
ー

プ
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。J
A
の
収
支
改
善
に
向
け
、

J
A
役
職
員
の
声
を
聴
く
と
こ

　
中
野
眞
司
県
本
部
長
は
5
月

26
日
、
厚
生
連
の
庄
山
隆
裕
理

ろ
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
度
の
J
A
支

援
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び

J
A
支
援
を
通
じ
て
目
指
す
姿

を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、J
A
支
援
課
が
J
A

し
ま
ね
・
J
A
高
知
県
と

い
っ
た
県
域
J
A
と
取
り

組
ん
だ
実
践
事
例
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
2
年
度
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
全
中
、
農
林
中
金
、

全
農
連
携
の
も
と
、県
域

J
A
で
取
り
組
ん
だ
ア
プ

ロ
ー
チ
手
法
を
全
県
本
部

が
活
用
し
て
J
A
に
メ

ニ
ュ
ー
提
案
す
る
こ
と
を

目
指
す
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
会
議
を
令
和
2

年
度
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し

て
、J
A
支
援
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
加
速
化
・
深

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

事
長
に
取
り
組
み
を
報
告
し
、

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
医
療

現
場
は
緊
張
状
態

が
続
い
て
お
り
、伊

勢
茶
と
と
も
に
少

し
で
も
ほ
っ
と
で

き
る
ひ
と
と
き
を

提
供
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

庄
山
理
事
長
か

ら
は「
伊
勢
茶
に

よ
る
ご
支
援
と
心

温
ま
る
エ
ー
ル
に

感
謝
し
ま
す
。今
後

も
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
地
域
医

療
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
力
を
尽
く
し

た
い
」と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

２
１
６
人
が
ウ
ェ
ブ
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
参
加
し
た

「
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
支
援
全
国
Ｔ
Ｖ
会
議
」　

中
野
県
本
部
長（
右
）が
庄
山
理
事
長
に
伊
勢
茶
を
贈
呈
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News!

News!

インスタグラムで栃木米キャンペーン

福島県産農畜産物を使った「愛情たっぷり♪ ほっこりレシピ」発信

消費拡大・ＰＲへ「おうち時間で楽しくお米を食べよう」

レシピブログと連携し、四季折々の福島の農畜産物をおいしく

栃木県本部

福島県本部

　
栃
木
県
本
部
は
、栃
木
米
の
消
費
拡
大
・
P
R
を
目
的
に
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た「
お
う
ち
時
間
で
楽
し
く
お
米
を
食
べ
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。実
施
期
間
は
5
月
31
日
ま
で
の
お

よ
そ
１
カ
月
間
で
し
た
。

　
福
島
県
本
部
は
、料
理
ブ
ロ
グ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
る「
レ
シ
ピ
ブ
ロ
グ
」と
の
連
携
事
業
と
し
て
、県
産
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
家
の
中
で
過
ご

す
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
お
米
を「
と

ぐ
」「
料
理
す
る
」「
食
べ
る
」と

い
っ
た
動
画
や
写
真
を
投
稿
し

て
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
に「
特
A
受
賞
お

米
セ
ッ
ト（
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
今
年
5
月
か
ら
来
年
2
月
ま

で
、
首
都
圏
を
中
心
と
す
る
料

理
ブ
ロ
ガ
ー
に
レ
シ
ピ
考
案

を
依
頼
し
、
県
産
農
畜
産
物
を

使
っ
た
新
た
な
食
べ
方
や
素
材

の
魅
力
を
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
や

S
N
S
で
発
信
し
て
も
ら
う
こ

と
で
消
費
拡
大
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
県
産
農
畜
産
物
は
、

「
と
ち
ほ
の
か
」・
な
す
ひ
か
り
・

と
ち
ぎ
の
星
）」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。特
A
と
は
、日
本
穀

物
検
定
協
会
の「
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
」に
お
け
る
最
高
評
価
で
、

賞
品
の
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
栃

木
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の「
な

す
ひ
か
り
」、「
と
ち
ぎ
の
星
」は

2
0
1
9
年
産
で
特
A
を
ト
リ

プ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　
お
米
と
の
写
真
や
動

画
を
多
数
投
稿
し
て
い

た
だ
き
、好
評
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き

県
産
米
の
消
費
拡
大
や

魅
力
の
発
信
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

5
月
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、6
月
は
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
7
月
は
チ
ェ
リ
ー
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、
8
月
は
ト

マ
ト
・
ナ
ス
・
桃
、9
月
は
ピ
ー

マ
ン
・
イ
ン
ゲ
ン
・
梨
、
10
月

は
ブ
ド
ウ
・
牛
肉
・
豚
肉
、
11

月
は
ネ
ギ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
・
米
、

12
月
は
菌
床
シ
イ
タ
ケ
・
リ
ン

ゴ
、1
月
は
ニ
ラ
・
あ
ん
ぽ
柿
、

2
月
は
フ
キ
の
と
う
・
イ
チ
ゴ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
内
食
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

今
、
日
々
の
食
卓
の
ご
準
備
と

し
て
考
案
し
た
レ
シ
ピ
を
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
考
案
し
た
レ
シ
ピ
は「
レ
シ

ピ
ブ
ロ
グ
」に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、検
索
エ
ン
ジ

ン
で「
福
島
ク
ッ

キ
ン
グ
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」と
検
索

す
る
と
閲
覧
で

き
ま
す
。

レシピブログは
こちら

JA全農とちぎ
パールライス部
インスタグラム公式
アカウントは
「@tochigi_pearl」
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With/Afterコロナ時代の食と農

流通現場から見る今後の農畜産物流通

進む業態のボーダレス化
全農チーフオフィサー  戸井 和久 氏

　２０２０年の３月は世界にとって一
つのターニングポイントになることは間
違いないでしょう。思えばちょうど９年
前の２０１１年の３月も東日本大震災
が起こり、日本にとっては一つのター
ニングポイントとなりました。その時も
小売業としては放射性物質対応や
復興支援など、変化に対応すること
が求められました。今回もあらゆる業
態で変化に対応することが求められ
ています。

　東日本大震災の時は生活インフラ
が崩壊したので、被災地と非被災地
の消費の動向を見れば必要なもの
が見えました。その後、地震を前提と
したライフスタイルが消費者の中に根
付いていき、保存食や簡便食品の商
品開発が進んでいきました。
　一方、今回のコロナ禍では、生活イ
ンフラが整っている中で人の移動が
制限され、自宅での巣ごもり消費とな
りました。家族全員が家にこもり出掛
けないので、ラストワンマイルまたはゼ
ロマイル内での生活者の選択肢によ
り、消費動向が大きく変化しました。
近くの食品スーパー、コンビニ、ドラッ
クストア、宅配便の生協やオイシック

ス、ネット通販のアマゾンや楽天も選
択肢の一つとなりました。ウィズコロナ
やアフターコロナもこの傾向は継続し
ていくと思われます。

　ネットを含めたＩＴ技術は今後、どの
業態においても必須の技術となるで
しょう。技術の無いところはあるところと
手を組みます。ローソンとウーバーイー
ツが組んだり、今回店舗で販売できな
かった外食店が出前館のようなプラッ
トフォームを利用したりなど、既に動き
は広がっています。農畜産物でいうと
産直アプリも盛況です。今後、業態の
垣根は一層曖昧になり、業態をクロス
したサービスも次 と々出てくると考えら
れます。小売・流通業態のボーダレス
化が進んでいくでしょう。

　IT技術によって情報がリアルタイ
ムになると、消費者（誰）がいつ、何
を、どこで、なぜ、どのように欲しい、ま
たは購入したかが見えてきます。そ
れに合わせたサプライチェーン、すな
わちラストワンマイルとストックポイント
の組み合わせが新たなビジネスモデ
ルになっていきます。「小売店までた
だいかに効率よく、新鮮に供給する
か」という考えから、「その先の消費
者が望むときに望む形で、いかに情
報を付加した商品を届けるか」という
考えに変わらなければなりません。商
品が最高な状態になっているのは売
り場ではなく、消費者が使う瞬間なの
です。

1

ターニングポイント

変化の性質の違い

小売・流通業態の
ボーダレス化が進む

ラストワンマイルと
ストックポイント

コロナ禍は食農業界にも大きな影響を与えました。今後の農産物流通はどのように変化するか？ 識者・関係者に聞きます。

【広報・調査部】
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
今

小
休
止
を
迎
え
て
い
る
状
況
だ
が
、
そ
の
対

応
は
年
単
位
で
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　そ
も
そ
も
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
軽
症
者
や
無
症

状
者
が
多
く
、
感
染
者
全
員
を
見
つ
け
出
し
、

隔
離
し
て
い
く
こ
と
が
ほ
ぼ
不
可
能
な
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
か
効
果
的

な
薬
が
出
来
上
が
る
か
、
多
く
が
感
染
し
て

効
果
的
な
抗
体
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で「
集
団

免
疫
」が
獲
得
で
き
る
か
の
い
ず
れ
か
が
成
立

す
る
ま
で
、
感
染
者
数
が
完

全
に
駆
逐
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。
仮
に
、
日
本

国
内
で「
完
全
駆
逐
」が
成
功

し
た
と
し
て
も
、
海
外
と
の

人
的
物
的
交
流
を
続
け
て
い

る
限
り
、
海
外
か
ら
再
び
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入

す
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。

そ
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
完
成
に

は
数
カ
年
が
か
か
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
時
点
に

は
中
国
の
武
漢
を
除
い
て
世
界
中
に
感
染
者

は一人
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
武
漢
で
初
の

感
染
者
が
出
て
か
ら
瞬
く
間
に
武
漢
全
体
で

拡
大
、そ
し
て
、中
国
全
体
に
も
飛
び
火
し
た
。

そ
し
て
今
や
世
界
中
を
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
で
訪

れ
て
い
る
中
国
人
が
、
世
界
中
の
国
々
に
そ
の

ウ
イ
ル
ス
を
ま
き
散
ら
か
し
て
し
ま
っ
た
わ
け

だ
。
つ
ま
り
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は「
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
」が
生
み
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　い
っ
た
ん
収
束
し
て
も
、
人
の
国
際
的
な
動

き
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
再
度
の
感
染
拡
大

が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

感
染
が
拡
大
し
た
今
、
多
く
の
国
々
が
渡
航

制
限
を
か
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

　そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
し
て
今
明
確
に
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
抑
制
さ
れ
る
方
向
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ゆ
え
に
今
、

真
剣
に
警
戒
さ
れ
て
い
る
の
が「
世
界
食
糧
危

機
」だ
。

　そ
も
そ
も
、
世
界
各
国
は
、
経
済
産
業
活

動
を「
停
止
」す
る
こ
と
で
感
染
を
押
さ
え
込

も
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
料
も
ま

た
、
生
産
量
が
大
き
く
縮
小
す
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
の
だ
。

　も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
国
民
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最

低
限
の
食
料
の
生
産
は
何
と
か
確
保
す
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
外
国
に
輸
出
す
る
た
め
の
も

の
は
、
早
々
に「
生
産
カ
ッ
ト
」さ
れ
て
い
く
こ

と
は
必
至
だ
。
そ
も
そ
も
、
必
要
最
低
限
の

食
料
生
産
さ
え
確
保
す
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ

る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
金
も
う
け
の
た

め
の
外
国
へ
の
食
料
輸
出
が
縮
小
し
て
い
く
こ

と
は
必
至
だ
。

　こ
う
な
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
言
え
ば

4
割
程
度
し
か
自
給
で
き
て
い
な
い
わ
が
国
日

本
は
、
深
刻
な
食
糧
危
機
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
る
。

　つ
い
て
は
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
近
い
将

来
必
ず
訪
れ
る
食
糧
危
機
に
対
応
す
る
た
め

に
、
農
業
の
生
産
力
を
増
強
す
る
対
策
を
速

や
か
に
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
日
本

で
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
食
材
で
は
な
く
、
日
本

で
供
給
力
が一定
確
保
さ
れ
て
い
る
米
に
対
す

る
、
国
民
の
依
存
度
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
幸
か
不
幸
か
特

効
薬
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
、
そ

れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
時
間
を
使
っ
て
、
自

給
率
を
高
め
る
た
め
の
供
給
対

策
と
需
要
対
策
を
徹
底
的
に
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　世
界
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
日
本
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、
社
会
経
済
活
動
が
徐
々
に
再
開
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
る
の
か
。
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
に
今
後
の
食
糧
事
情
に
つ
い
て

寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
導
く

　
　世
界
食
糧
危
機
に
備
え
よ

藤
井 

聡

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

ふじい・さとし　京都大学大学院工学研究科教授および京
都大学レジリエンス実践ユニット長
1968年奈良県生まれ。京都大学工学部卒、同大学院工
学研究科修士課程修了。スウェーデン・イエテボリ大学心
理学科客員研究員、京都大学大学院工学研究科助教授、
東京工業大学大学院理工学研究科教授を経て、2009年
から現職。内閣官房参与（第2～4次安倍内閣）、『表現
者 クライテリオン』（啓文社書房）編集長、カールスタッド
大学客員教授。

藤井教授の
ビデオメッセージはこちら

https://youtu.be/wayknES3jjU

社
会
経
済
活
動
の
制
限
は

当
面「
年
単
位
」で
解
除
で
き
な
い

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
も
た
ら
し
た

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
終
焉
す
る

し
ゅ
う
え
ん

世
界
食
糧
危
機
に
備
え
よ
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JA中野市
（長野県）

概要 令和２年２月 29 日

正組合員数　　　　 　　   4117人
准組合員数　　　　 　 　 3807人
職員数                       322人
販売品取扱高           268億9千万円
購買品取扱高          63億9千万円
貯金残高  　          817億6千万円
長期共済保有高     3008億2千万円
主な農産物　　  きのこ、果樹（ブドウ）、
　　　  野菜（キュウリ）、花（シャクヤク）

適
地
適
作
生
か
し
た
指
導
で

業
務
用
露
地
キ
ュ
ウ
リ
拡
大

3
ha
、販
売
高
１
億
円
）。

　
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
は
、水
管
理
、

整
枝
、
剪せ
ん
て
い定

、
防
除
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
病
害
虫
防
除
の
知
識
と

い
っ
た
多
様
な
技
術
や
、
収
穫

の
手
間
な
ど
膨
大
な
ハ
ー
ド
ル

を
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
昨
年
か
ら
長

野
県
本
部
指
導
の
下
、
手
間
を

か
け
な
い
キ
ュ
ウ
リ
作
り
・
出

荷
の
取
り
組
み
と
し
て
、
無
選

別
出
荷（
出
荷
規
格
長
さ
18
～

24
・
5
㎝
、曲
が
り
～
3
㎝
、太

さ
～
3
・
5
㎝
、
1
本
重
量
90

～
1
4
0
g
、
10
㎏
コ
ン
テ
ナ

入
れ
）の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
き
の
こ
生
産
者
の
夏

場
減
産
期
に
お
け
る
雇
用
継
続

2
0
0
億
円
）を
占
め
ま
す
。

　
野
菜
栽
培
と
し
て
は
小
規
模

産
地
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
販

売
高
ト
ッ
プ
の
品
目
は
キ
ュ
ウ

リ
で
、
適
地
適
作
を
生
か
し
た

指
導
に
よ
り
栽
培
者
を
増
や
し

て
い
ま
す（
令
和
元
年
度
き
ゅ

う
り
部
会
員
50
人
、
面
積
約

の
拡
大
は
技
術
革
新
と
省
力
化

に
よ
っ
て
可
能
、
③
省
力
化
や

規
格
簡
素
化
な
ど
、
収
穫
調
製

労
力
の
軽
減
な
ど
を
主
体
に
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
、
④
長
野

県
は
耕
作
面
積
が
小
さ
い
た
め
、

土
地
生
産
性
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、
労
働
生
産
性
に
関
し

て
は
着
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。他

業
種
と
比
較
す
る
上
で
も
、
労

働
生
産
性
を
い
か
に
上
げ
る
か

が
重
要
、
⑤
コ
ス
ト
面
も
単
位

面
積
当
た
り
で
は
な
く
、
単
位

収
穫
量
当
た
り
の
考
え
方
が
必

要
―
―
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
、
き
の
こ
農
家
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
新
規
に
キ
ュ
ウ

リ
栽
培
を
考
え
て
い
る
方
に
も
、

荷
造
り
・
調
製
作
業
の
簡
素
化

を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
栽

培
者
お
よ
び
生
産
量
の
拡
大
を

進
め
ま
す
。

県
本
部
の
指
導
を
受
け

無
選
別
出
荷
ス
タ
ー
ト

群馬県

新潟県

富山県

岐阜県

山梨県

長野県

静岡県

埼玉県

愛知県

　
J
A
中
野
市
は
長
野
県
の
北

部
に
位
置
し
、
果
樹
栽
培
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
全
国

有
数
の
き
の
こ
産
地
で
、
全
国

生
産
量
の
4
割
を
占
め
る
エ
ノ

キ
タ
ケ
を
は
じ
め
、
ブ
ナ
シ
メ

ジ
、エ
リ
ン
ギ
、ナ
メ
コ
な
ど
を

含
め
、
販
売
高
の
約
75
％
（
約

（
外
国
人
研
修
生
な
ど
）・
確
保

の
た
め
に
も
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

業
務
用
の
キ
ュ
ウ
リ
は
、
①

基
本
的
に
は
需
要
で
決
ま
る
単

価
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
こ
と

は
販
売
環
境
に
よ
っ
て
困
難
、

②
収
量
性
の
改
善
・
栽
培
規
模

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

無選別出荷の荷姿

栽培の拡大を目指す業務用露地キュウリの園地

荷
造
り・
調
製
作
業
簡
素
化
で

栽
培
者
、生
産
量
の
拡
大
へ
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

しずおか「てしお屋」（静岡県経済連）

　「アメーラ・ルビンズ」は、酸味と甘みの程よいバラン
スと、「パキッ」とした弾んだ歯応え、ビーンズのような形
が特長の高糖度ミニトマトです。一粒一粒、丁寧に品質
管理し、出荷する際には全品糖度チェック（基準10度以
上）を行っています。完熟した状態でお届けしていますの
で、到着してすぐにお召し上がりいただけます。
　糖度がとても高いため、常温で置いておくと熟しすぎて
味が落ちたり、ヘタを取り除いた部分から傷みやすくなり
ます。保管は冷蔵庫の野菜室に入れていただき、お早め
にお召し上がりください。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

高糖度ミニトマト「アメーラ・ルビンズ」
（10パック1kg）JAおおいがわ……4280円

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは6月27日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

この商品はこちらからご購入いただけます。

　6月27日放送のプレゼントは、山形県産の「さくらんぼ紅
秀峰」です。山形県はサクランボの生産量日本一。近年、人
気とともに栽培量を伸ばしている「紅秀峰」は、大玉で甘味
が強く、はじけるような食感とたっぷりの果汁が特長です。
真っ赤なルビーのような美しさとジューシーな果肉を兼ね備
えた、山形県が誇る初夏の芸術品をぜひご賞味下さい。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼン
トします。　　　　　　　　　　　　　   【広報・調査部】

令和２年度「作物栽培総合技術研修」受講生を募集中
農業者のニーズに迅速に対応できる実践力あるＴＡＣ育成を目指す

総合研修（必修科目）

作物別研修（選択科目）

　耕種総合対策部は、ＴＡＣ（担い手に出向く担当者）を対象に、「作
物栽培総合技術研修」を開いています。座学だけではなく実習を通
じて、園芸作物の栽培基本技術を習得し、農業者のニーズに迅速
に対応する実践力のあるＴＡＣの育成を目指します。ふるってご参加
ください。　　　　　　　　　　　　　　　 【耕種総合対策部】

　研修は、神奈川県平塚市の営
農・技術センターで行う「総合研
修」と、山形、千葉、群馬、広島の
県本部の営農拠点で行う「作物
別研修」からなります。研修定員
は10人と少人数制で、講師を務
める全農職員と綿密で活発な意
見交換ができる環境となっていま
す。
　総合研修は、10月下旬からの
第１クール（５日間）、来年1月下旬
からの第２クール（4日間）で開催し

申込締切：令和２年７月３１日（金） 問い合わせ先：耕種総合対策部TAC推進課03-6271-8276

ます。
　この研修は、今年度で４年目の
開催となりますが、昨年度の受講
生からは、「非常に良い研修だと
思うので、今後も中堅職員に学ん
でもらう場所としてもらいたい」、
「少人数なこともあり丁寧な説明
で、本当にありがたかった」などの
評価をいただいています。
　生産現場での営農・技術指導
のさらなるレベルアップにつながる
研修会です。ぜひご参加ください。

第1クール

第2クール

全農 営農・技術センター
（神奈川県平塚市）

トマト・
パプリカ・
ピーマン

ニンジン・
キャベツ

アスパラガス

キュウリ・
ナス

令和2年8月24日（月）
　　　　～28日（金）

全農山形県本部
園芸産地拡大実証研修農場（５日間）

令和3年1月26日（火）
        ～1月29日（金）

（４日間）

令和2年10月26日（月）
　　  ～10月30日（金）（５日間）

令和3年1月20日（水）
　　　　～22日（金）（３日間）

令和3年1月下旬
　　  ～2月中旬 （３日間）

（３日間）令和3年2月上旬
　　　～3月下旬

全農千葉県本部
営農技術センター

全農広島県本部
ＪＡ西日本営農技術センター

全農群馬県本部
園芸作物生産実証農場

研修日時 研修場所

研修日時 研修場所

JAタウン
ショップ名 小さなＹＡＭＡＧＡＴＡマルシェ

※新型コロナウイルス感染症の影響により、日程変更あるいは中止になる可能性があります。
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ハラダ製茶とティーバッグ共同開発、
全国で発売（営業開発部）

第48回全国農協カントリー
エレベーター協議会総代会を開催
（米穀生産集荷対策部）

厚生連病院に三重県特産「伊勢茶」を
提供（三重県本部）

インスタグラムで栃木米キャンペーン
（栃木県本部）

福島県産農畜産物を使った
「愛情たっぷり♪ ほっこりレシピ」発信
（福島県本部）

ＪＡズームイン（長野：ＪＡ中野市）

令和２年度「作物栽培総合技術研修」
受講生を募集中（耕種総合対策部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　しずおか「てしお屋」（静岡県経済連）
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.5
～アニマル浜口さん・浜口京子さんからの激励～
（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑥卓球・ドイツオープン
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

２１６人がウェブやテレビを通じて参加した「令和２年度ＪＡ支援全国ＴＶ会議」（３面）

ハラダ製茶と共同開発し全国で発売した
プレミアム緑茶ティーバッグ（上）と六条麦
茶ティーパック（2面）

「令和２年度ＪＡ支援全国ＴＶ会議」を開催
（経営企画部）
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